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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年3月6日(2008.3.6)

【公表番号】特表2007-518487(P2007-518487A)
【公表日】平成19年7月12日(2007.7.12)
【年通号数】公開・登録公報2007-026
【出願番号】特願2006-548569(P2006-548569)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｃ  17/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｃ  17/028    (2006.01)
   Ｂ０５Ｂ   7/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｃ  17/02    　　　Ｂ
   Ａ６１Ｃ  17/028   　　　　
   Ａ６１Ｃ  17/02    　　　Ｇ
   Ｂ０５Ｂ   7/28    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月18日(2008.1.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　歯を洗浄するための流体滴システムにおいて、
　流体の供給源と、
　前記流体から個別の流体滴のストリームを生じさせるための流体滴生成器であって、前
記流体滴の速度は、２０～２５０メートル／秒の範囲にある、流体滴生成器と、
　選択された口腔面領域を洗浄するために流体滴の前記ストリームを方向決めする部材で
あって、流体滴の前記ストリームは、更に、使用者の歯又は周りの組織に対する不快感又
は損傷無しに前記口腔面領域からバイオフィルムを除去する特性によって特徴付けられる
、部材と、
を有するシステム。
【請求項２】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体滴の前記速度は、５０～２００メートル
／秒の範囲にある、システム。
【請求項３】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体滴は、５～２００ミクロンの範囲の大き
さを持つ、システム。
【請求項４】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体の流量は、通常の使用時間である２分間
で１００ｍＬよりも少ない、システム。
【請求項５】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体の流量は、通常の使用時間である２分間
で４０ｍＬよりも少ない、システム。
【請求項６】
　請求項１に記載のシステムにおいて、流体滴の周波数は、流体滴個数１０４～１０９個
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／秒の範囲にある、システム。
【請求項７】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体滴は、これら流体滴の衝撃が損傷無しに
歯垢の除去をもたらすのに充分なエネルギーを持って、選択された領域を通じて分散され
る、システム。
【請求項８】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体滴は、１ｍｍ２～１ｃｍ２の範囲にある
衝撃の領域を持つ、システム。
【請求項９】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体は水を含む、システム。
【請求項１０】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体は口腔の処理のための薬物を含む、シス
テム。
【請求項１１】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体はフッ化物を含む、システム。
【請求項１２】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体はマウスウォッシュを含む、システム。
【請求項１３】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体滴生成器は、ガスが高速で通過移動する
ガス管部材と、流体を前記移動しているガスに導入するための、隣接した流体管部材及び
ポンプ部材を含むアセンブリとを含む、システム。
【請求項１４】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体滴生成器は、少なくとも１つの小さいノ
ズルと、流体を、前記供給源から前記ノズルを通じて、前記ノズルからの前記流体が分散
して前記流体滴になるような速度で移動させるためのポンプアセンブリとを含む、システ
ム。
【請求項１５】
　請求項１３に記載のシステムにおいて、前記流体滴生成器は複数の小さいノズルを含む
、システム。
【請求項１６】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体滴生成器は、圧電部材と、少なくとも１
つの小さいノズルと、流体を前記供給源から前記圧電部材に移動させるためのポンプ部材
とを含み、該ポンプ部材は、動作中、前記流体を、前記ノズルからの前記流体が分散して
流体滴のストリームになるような速度で、前記ノズルを通じて移動させる、システム。
【請求項１７】
　請求項６に記載のシステムにおいて、前記流体滴生成器は複数の小さいノズルを含む、
システム。
【請求項１８】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記流体滴システムは電動歯ブラシの一部を有し
、流体の前記供給源は前記歯ブラシのハンドル部分内の貯蔵部である、システム。
【請求項１９】
　請求項１８に記載のシステムにおいて、前記貯蔵部は少なくとも２０ｍＬの容量を持つ
、システム。
【請求項２０】
　歯を洗浄するための流体滴方法において、
　流体ストリームを提供するステップと、
　前記流体ストリームから個別の流体滴のストリームを生じさせるステップであって、流
体滴の前記ストリームの速度は、２０～２５０メートル／秒の範囲にある、ステップと、
　選択された口腔面領域で洗浄するために流体滴の前記ストリームを方向決めするステッ
プであって、流体滴の前記ストリームは、使用者の歯又は周りの組織に対する不快感又は
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損傷無しに前記口腔面領域からバイオフィルムを除去する特性によって特徴付けられる、
ステップと、
を有する方法。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の方法において、前記流体滴の前記速度は、５０～２００メートル／
秒の範囲にある、方法。
【請求項２２】
　請求項２１に記載の方法において、前記流体滴は、１０～２００ミクロンの範囲の大き
さを持つ、方法。
【請求項２３】
　請求項２１に記載の方法において、前記流体の流量は、通常の使用時間である２分間で
１００ｍＬより少ない、方法。
【請求項２４】
　請求項２１に記載の方法において、前記流体の流量は、通常の使用時間である２分間で
４０ｍＬより少ない、方法。
【請求項２５】
　請求項２１に記載の方法において、流体滴の周波数は、流体滴個数１０４～１０９個／
秒の範囲にある、方法。
【請求項２６】
　請求項２１に記載の方法において、前記流体は水を含む、方法。
【請求項２７】
　請求項２１に記載の方法において、前記流体は口腔の処理のための薬物を含む、方法。
【請求項２８】
　請求項２１に記載の方法において、前記流体はフッ化物を含む、方法。
【請求項２９】
　請求項２１に記載の方法において、前記流体はマウスウォッシュを含む、方法。
【請求項３０】
　請求項２１に記載の方法において、前記流体滴は、これら流体滴の衝撃が損傷無しに歯
垢の除去をもたらすのに充分なエネルギーを持って、選択された領域を通じて分散される
、方法。
【請求項３１】
　請求項２１に記載の方法において、前記流体滴は、１ｍｍ２～１ｃｍ２の範囲にある衝
撃の領域を持つ、方法。
【請求項３２】
　歯を洗浄するための流体滴システムにおいて、
　流体の供給源と、
　前記流体から個別の流体滴のストリームを生じさせ、選択された口腔面領域を洗浄する
ために流体滴の前記ストリームを方向決めするための、流体滴生成器及び方向決め部材で
あって、効果を持つ流体滴は、５ミクロンを超える直径を持つとともに２０メートル／秒
を超える速度を持ち、前記効果を持つ流体滴は、使用者の歯又は周りの組織に対する不快
感又は損傷無しに前記口腔面領域からバイオフィルムを除去するのに十分な洗浄効果を発
生させるのに効果的である、少なくとも約３×１０３ニュートン・メートル－２の合成の
特定運動量を持つ、流体滴生成器及び方向決め部材と、
を有するシステム。
【請求項３３】
　請求項３２に記載のシステムにおいて、前記効果を持つ流体滴の前記合成の特定運動量
は、最大３×１０４ニュートン・メートル－２までの範囲を持つ、システム。
【請求項３４】
　請求項３２に記載のシステムにおいて、前記洗浄効果は、１回の洗浄について６０ｍＬ
を超さない口中の流体体積により起こる、システム。
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【請求項３５】
　請求項３４に記載のシステムにおいて、前記流体体積は２０～６０ｍＬの範囲にある、
システム。
【請求項３６】
　歯を洗浄するための流体滴システムであって、
　流体の供給源と、
　１回のブラッシングについて約６０ｍＬ以下の体積の前記流体から個別の流体滴のスト
リームを生じさせるための流体滴生成器であって、前記流体滴は選択された口腔面領域に
向けて方向決めされ、流体滴の前記ストリーム内の効果を持つ流体滴は、使用者の歯又は
周りの組織に対する不快感又は損傷無しに前記口腔面領域からバイオフィルムを除去する
のに十分な特定運動量を持つ、流体滴生成器と、
を有するシステム。
【請求項３７】
　請求項３６に記載のシステムにおいて、前記特定運動量は、１０ニュートン・メートル
－２～３×１０５ニュートン・メートル－２であり、前記効果を持つ流体滴は、５ミクロ
ンを超える直径を持つとともに２０メートル／秒を超える速度を持つ、システム。
【請求項３８】
　請求項３６に記載のシステムにおいて、前記特定運動量は、１００ニュートン・メート
ル－２～３×１０４ニュートン・メートル－２であり、前記効果を持つ流体滴は、５ミク
ロンを超える直径を持つとともに２０メートル／秒を超える速度を持つ、システム。
【請求項３９】
　請求項３６に記載のシステムにおいて、前記特定運動量は、３×１０３ニュートン・メ
ートル－２より大きく、前記効果を持つ流体滴は、５ミクロンを超える直径を持つととも
に２０メートル／秒を超える速度を持つ、システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は、歯を洗浄するための流体滴システムにおいて、流体の供給源と、前記流体か
ら個別の流体滴のストリームを生じさせ、選択された口腔面領域を洗浄するために流体滴
の前記ストリームを方向決めするための、流体滴生成器及び方向決め部材であって、効果
を持つ（effective）流体滴は、５ミクロンを超える直径を持つとともに２０メートル／
秒を超える速度を持ち、前記効果を持つ流体滴は、使用者の歯又は周りの組織に対する不
快感又は損傷無しに前記口腔面領域からバイオフィルムを除去するのに十分な洗浄効果を
発生させる、少なくとも約３×１０３ニュートン・メートル－２の合成の特定運動量（co
mbined specific momentum）を持つ、流体滴生成器及び方向決め部材とを有するシステム
も含む。
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